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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
近距離無線通信部と、
　少なくとも音楽データと、外部の通信機器情報とを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された音楽データを再生可能な音楽再生部と、
　前記近距離無線通信部によって外部の通信機器と近距離無線通信によって接続処理がな
され、予め定められた所定の条件によって接続が失敗した場合、複数の外部の通信機器か
らの近距離無線通信接続を待ち受ける制御部と
を有し、
　前記制御部は、前記近距離無線通信部によって外部の通信機器と近距離無線通信によっ
て接続処理がなされ、予め定められた所定の条件によって接続が失敗した場合、前記接続
処理を行った前記外部の通信機器が当該携帯通信機器に対して接続要求可能である機器で
あるか否かを前記記憶部に記憶された前記外部の通信機器情報に基づいて判断し、
前記外部の通信機器が接続要求可能であると判断された場合、複数の外部の通信機器から
の近距離無線通信接続を待ち受けることを特徴とする携帯通信機器。
【請求項２】
前記制御部における近距離無線通信接続を待ち受ける際は、予め設定された時間待ち受け
を行い、その後待ち受けを中止することを特徴とする請求項１に記載の携帯通信機器。
【請求項３】
更に音出力可能なスピーカを有し、
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　前記記憶部は、更に音出力先設定を記憶し、
　前記制御部は、前記記憶部に記憶された音楽データの再生要求を受け付けると、前記記
憶部に音出力先設定として記憶された音出力先を判断し、
前記音出力先が外部の通信機器である場合は、外部の通信機器と近距離無線通信によって
接続処理を試み、
前記音出力先が外部の通信機器以外である場合は、前記スピーカより音出力を行うことを
特徴とする請求項１又は請求項２に記載の携帯通信機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯通信機器に係り、特にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（ＴＭ）を備えた携帯通信機器
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯型の情報機器の進歩および普及にはめざましいものがある。特に、携帯電話
機においては、さまざまな機能を備えたものが出回り始めており、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標、以下ＢＴと称する）を備えた携帯電話機もその例外ではない。
【０００３】
　ところで、例えばＢＴ通信システムでは、ＢＴを備えた電子機器（例えば携帯電話）が
周辺のＢＴ機器の探索を行い、発見された複数の機器の中から選択した電子機器（例えば
ヘッドフォン）を通信接続対象とする無線通信方法が採用されている（例えば特許文献１
）。
【０００４】
　なお、以下ではＢＴ接続の確立手続きにおいて、通信の接続を確立するために必要とな
る処理要求を出す装置またはその動作を「クライアント」と称し、また、クライアントの
要求を受けた後、通信の接続を確立するために必要となる処理結果を出す装置またはその
動作を「サーバ」と称すこととする。
【特許文献１】特開２００２－２６１６８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　例えば、ＢＴを搭載した電子機器とＢＴ接続可能な電子機器（以下、ＢＴ－ＡＶ機器と
記す）とにおいてＢＴによる接続を確立する（以下、ＢＴ－ＡＶ接続と記す）ためには、
まず、ＢＴ－ＡＶ接続を確立するための操作を行わなければならないが、そもそも所望の
接続先のＢＴ－ＡＶ機器の電源がＯＦＦである場合は接続ができない。そして、クライア
ント側の接続操作を一旦中止し、サーバ側の電源をＯＮにしてから（接続待ち状態にして
から）再度クライアント側の接続操作を再度行わなければならず、操作も煩雑であり、Ｂ
Ｔを用いる初心者にとっては難解な操作であった。
【０００６】
　更に、ＢＴを搭載した電子機器からＢＴ－ＡＶ機器に対して通信の接続を確立するため
には、クライアント又はサーバとしての動作を手動で選択して切替える必要があった。そ
して、クライアント動作及びサーバ動作各々の動作が独立しているため、一方の動作で接
続に失敗した場合は、もう一方の動作に手動で切り替える必要があった。
【０００７】
　本発明は上記問題を解決するためになされたもので、ユーザにクライアント又はサーバ
という違いを意識させずに簡単な操作でＢｌｕｅｔｏｏｔｈによって他の通信機器と接続
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の携帯通信機器は、近距離無線通信部と、少なくと
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も音楽データと、外部の通信機器情報とを記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された音
楽データを再生可能な音楽再生部と、前記近距離無線通信部によって外部の通信機器と近
距離無線通信によって接続処理がなされ、予め定められた所定の条件によって接続が失敗
した場合、複数の外部の通信機器からの近距離無線通信接続を待ち受ける制御部とを有し
、前記制御部は、前記近距離無線通信部によって外部の通信機器と近距離無線通信によっ
て接続処理がなされ、予め定められた所定の条件によって接続が失敗した場合、前記接続
処理を行った前記外部の通信機器が当該携帯通信機器に対して接続要求可能である機器で
あるか否かを前記記憶部に記憶された前記外部の通信機器情報に基づいて判断し、前記外
部の通信機器が接続要求可能であると判断された場合、複数の外部の通信機器からの近距
離無線通信接続を待ち受けることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ユーザにクライアント又はサーバという違いを意識させずに簡単な操
作でＢｌｕｅｔｏｏｔｈによって他の通信機器と接続できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１１】
　以下に、本発明を携帯電話機に適用した場合における一つの実施の形態を、図面を用い
て説明する。図１又は図２は携帯電話機１の外観を示した図であり、また図４は携帯電話
機１のブロック図を示したものである。  
　まず、携帯電話機１の構造を図１と図２を用いて説明する。図１は、携帯電話機１を約
１８０度開いた時の外観図である。図１（Ａ）は正面から見た図、図１（Ｂ）は側面から
見た図である。
【００１２】
　次に、図２は携帯電話機１を閉じた時の図である。図２（Ａ）は正面から見た図、図２
（Ｂ）は側面から見た図である。
【００１３】
　携帯電話機１は上筐体部２と下筐体部４がヒンジ部３を介して接続されており、上筐体
部２にはＬＣＤなどのディスプレイ５、受信した音声を発声するレシーバ９、携帯電話機
１の状態を検知するための磁気センサ１１ａ、１１ｃ、カメラ１２、ＬＣＤなどのサブデ
ィスプレイ１３、及び静電タッチパッド１４を有している。そして、ディスプレイ５、カ
メラ１２、及び静電タッチパッド１４は上筐体部２の同一の面上に備えられている。また
、下筐体部４には、数字、文字、携帯電話機１の操作等を入力するためのキー６、更には
携帯電話機１の操作を行うサイドキー７、集音するためのマイク（送話口）８、及び携帯
電話機１の状態を検知するための磁気センサ１１ｂ、１１ｄを有している。
【００１４】
　図４は、携帯電話機１の構成を簡潔に示したブロック図である。携帯電話機１の内部に
は、携帯電話機１全体の制御を行う制御部１０１と、マイク制御部１０８と、スピーカ１
０９と、カメラ１２を制御するカメラ制御部１１２と、ＲＯＭ又はＮＡＮＤメモリなどで
構成される不揮発性の記憶部１１５と、一時的に記憶する揮発性のＲＡＭ１１１と、ディ
スプレイ５及びサブディスプレイ１３を表示制御する表示制御部１１３と、キー６、サイ
ドキー７、静電タッチパッド１４の押下を認識する操作部１０６と、アンテナ１１７を用
いて無線通信制御を行う通信部１１６と、ＢＴアンテナ１１９を用いて無線通信制御を行
うＢＴ通信部１１８と、記憶部１１５に記憶された音楽情報を用いて音楽再生等を行う音
楽制御部１０５とを備えており、制御部１０１によって全体が制御されている。
【００１５】
　記憶部１１５は、制御部１０１が実行するプログラム、各種の情報データなどが保存さ
れており、また、楽曲情報が記憶されている曲情報記憶部１１５ａと、ＢＴによって接続
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可能なリストが記憶されているＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂと、楽曲を再生する際に音
の出力を行う際の出力先の設定が記憶される音出力設定情報記憶部１１５ｃとを有する。
【００１６】
　表示制御部１１３は、ディスプレイ５及びサブディスプレイ１３を表示制御するもので
あり、制御部１０１から出力命令される表示データを表示制御する。
【００１７】
　通信部１１６は、制御部１０１によって命令された情報を、無線通信によって送信した
り、サーバより無線通信によって送られた情報を受信したりする機能を有する。また、音
楽制御部１０５によって行われる音楽再生機能に用いる楽曲等をサーバからダウンロード
する際も通信部１１６及びアンテナ１１７を介して行われる。
【００１８】
　音楽制御部１０５は、記憶部１１５の曲情報記憶部１１５ａに記憶された楽曲情報の再
生指示を制御部１０１より受け付けると、曲情報記憶部１１５ａに記憶された楽曲情報を
読み出して再生制御を行う。なお、携帯電話機１のスピーカ１０９及び携帯電話機１に直
接接続された図示しないイヤホンによって再生する場合には音楽制御部１０５によってデ
コード制御され、スピーカ１０９又はイヤホンによって出力するよう制御される。また、
ＢＴ通信部１１８を通じて携帯電話機１とは別のＢＴ－ＡＶ機器において音楽を再生する
場合には、音楽制御部１０５は曲情報記憶部１１５ａに記憶された楽曲情報を読み出して
外部のＢＴ－ＡＶ機器のデコーダに対応する別のファイル方式に変換する制御を行い、Ｂ
Ｔ通信部１１８を通じて外部のＢＴ－ＡＶ機器へ通信するように制御する。
【００１９】
　ＢＴ通信部１１８は、送信するデータをＢＴ接続方式に対応したデータへ変換すること
、ＢＴ接続方式によってＢＴアンテナ１１９を通じてデータの送受信を行うことを制御す
る。また、周辺のＢＴ通信可能な通信機器をサーチすること、データ送受信前のリンクの
確立を行うことも周知のとおりＢＴ通信部１１８によって制御が行われる。
【００２０】
　カメラ制御部１１２は、制御部１０１によって起動され、カメラ１２から入力された画
像は、表示制御部１１３を通じてディスプレイ５などに表示される。
【００２１】
　操作部１０６は、キー６及びサイドキー７の押下を認識するキー入力部１０６ａと、静
電タッチパッド１４の押下を認識する音楽操作入力部１０６ｂとを有する。キー入力部１
０６ａは、数字キーや文字キー、メール編集の決定・中止などのファンクションキーを含
む複数のキーの押下をそれぞれ認識することができ、利用者が入力操作したキー６の入力
に応じて、キーを識別する識別信号を制御部１０１へ通知し、制御部１０１がその動作を
開始する。また、音楽操作入力部１０６ｂは、音楽の再生、停止、一時停止、早送り、巻
き戻し、曲選択、音量調節、及びＭｕｓｉｃ　Ｐｌａｙｅｒの起動・停止等の操作を静電
タッチパッド１４を介して行われた際にその操作を認識することができる。
【００２２】
　図３は、携帯電話機１のディスプレイ５の表示例、キー６の配置の一例、静電タッチパ
ッド１４の操作箇所の配置の一例を示した図であり、図３（Ａ）はディスプレイ５の表示
例、図３（Ｂ）はキー６の配置の一例、図３（Ｃ）は静電タッチパッド１４の操作箇所の
配置の一例である。図３（Ａ）に示されるように、携帯電話機１のディスプレイ５には、
一番上の行（以下上ピクト行とする）には、現在のアンテナ１１７の感度のレベルを示し
たアンテナピクト５１と、携帯電話機１の現在の電池残量を示した電池ピクト５２と、現
在の時刻を表示する時刻表示５３と、ＢＴの起動中に表示されるＢＴアイコン５４と、例
えばＭｕｓｉｃ　Ｐｌａｙｅｒ（以下単にＭＰと記す）が起動されているときに表示され
るミュージックアイコン５５とが表示されている。ＢＴアイコン５４は、ＢＴの接続中は
青い色でアイコンの背景が表示（図の楕円の中が青い色）され、サーバ動作（ＢＴ接続待
ち状態）の際には白い色で表示（図の楕円の中が白い色）される。そして、ＢＴ接続がな
されていないとき（ＢＴリンクが切断されたときも含む）は消灯するよう制御される。ミ
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ュージックアイコン５５は、前述のとおりＭＰが起動されているときに表示されるが、バ
ックグラウンド（以下ＢＧＭと記す）で再生されている時にも表示されており、それ以外
のときは消灯するよう制御部１０１に制御される。
【００２３】
　携帯電話機１のディスプレイ５の一番下の行（以下下ピクト行とする）には、現在表示
されている機能において、ソフトキー左６４・確定キー６５（十字キー６７の中心部）・
ソフトキー右６６を押下すると実行される機能の簡単な説明がなされており、それぞれソ
フトキー左６４については左下ピクト５６、確定キー６５については中下ピクト５７、ソ
フトキー右６６については右下ピクト５８に説明が表示されている。たとえば、図３（Ａ
）のような表示がなされている場合、ソフトキー左６４を押下すると、「戻る」という機
能が実行され、確定キー６５を押下すると、図示していないが、現在フォーカスが当たっ
ている機能を選択することができる。また、ソフトキー右６６を押下すると、「サブメニ
ュー」が表示される。
【００２４】
　図３（Ｂ）に示されるように、下筐体部４には、キー６として、数字キー６１、「＊」
キー６２、「＃」キー６３、ソフトキー左６４、確定キー６５、ソフトキー右６６、十字
キー６７、メールキー６８、ブラウザキー６９、通話キー７０、電源キー７１、及びクリ
アキー７２を有する。数字キー６１は、数字のほかに、かな文字、記号文字、アルファベ
ット等が割り当てられており、例えば、「１」のキーには、数字「１」、「あ」「い」「
う」「え」「お」のかな文字、及び「．」「＠」の記号が割り当てられており、「２」の
キーには、数字「２」、「か」「き」「く」「け」「こ」のかな文字、及び「Ａ」「Ｂ」
「Ｃ」「ａ」「ｂ」「ｃ」などのアルファベットが割り当てられている。また、「＊」キ
ー６２には、「＊」が割り当てられており、更に文字入力状態において記号一覧、絵文字
一覧を呼び出すことができる。また、「＃」キー６３には、「＃」が割り当てられており
、更に文字入力状態において、数字キー６１による文字入力のトグルを逆にすることがで
きる。
【００２５】
　十字キー６７は、上キー・下キー・左キー・右キー及び確定キー６５を有し、当てられ
たカーソルを上下左右方向に移動することができることに加え、確定キー６５を押下する
と、さまざまな機能を確定することができる。また、メールキー６８はメールの送受信機
能を呼び出すことができる。また、ブラウザキー６９は、Ｗｅｂなどに接続することがで
きる。
【００２６】
　通話キー７０は、主に電話を受ける際や、通常の発信をする際に用いるためのキーであ
り、電源キー７１は、主に電源のＯＮ・ＯＦＦ、終話の際、及び機能、編集を終了する際
に用いる。更に、クリアキー７２は、主に機能・編集をクリアする際、及び文字入力の際
に文字を消去する際に用いる。また、クリアキー７２は待受画面において押下すると、メ
モ帳を呼び出すことができる。
【００２７】
　また、図３（Ｃ）に示されるように、静電タッチパッド１４は、見かけ上は一枚のタッ
チパッドになっているが、図３（Ｃ）の点線丸で示された７箇所にセンサ８１乃至８７が
設けられており、ユーザがセンサ８１の設けられている付近をタッチされたことをセンサ
８１が検出すると、巻戻し機能を実行され、同様にセンサ８３が反応する箇所をタッチさ
れたことを検出すると早送り機能が実行され、センサ８４が反応する箇所をタッチされた
ことを検出すると１段階の音量ダウン動作、センサ８６が反応する箇所をタッチされたこ
とを検出すると１段階の音量アップ動作、センサ８７が反応する箇所をタッチされたこと
を検出すると音楽停止状態では再生動作、音楽再生状態では一時停止動作がそれぞれ実行
される。また、センサ８１、８２、８３の順序で所定時間以内にタッチされたことを検出
すると（ユーザとしては左から右へのなぞり操作を行うことになる）、数曲先のサーチが
実行される。逆に、センサ８３、８２、８１の順序で所定時間以内にタッチされたことを
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検出すると（ユーザとしては右から左へのなぞり操作を行うことになる）、数曲前のサー
チが実行される。更にはセンサ８４、８５、８６の順序で所定時間以内にタッチされたこ
とを検出すると（ユーザとしては左から右へのなぞり操作を行うことになる）、数段階の
音量アップ動作が実行される。また、逆にセンサ８６、８５、８４の順序で所定時間以内
にタッチされたことを検出すると（ユーザとしては右から左へのなぞり操作を行うことに
なる）、数段階の音量ダウン動作が実行される。
【００２８】
　また、前述のとおり、上筐体部２及び下筐体部４には、上筐体部２、下筐体部４の状態
を検出するためのセンサ１１ａ～１１ｄが設けられている。これらのセンサ１１ａ～１１
ｄは例えば磁気センサにより構成され、センサ同士が一定の距離内で接近した状態で検出
信号を出力する。上記各センサ１１ａ～１１ｄのうち、センサ１１ａと１１ｂとの対は、
上筐体部２及び下筐体部４が重なり合っているか否かを検出する。
【００２９】
　図５は、ＢＴを搭載した携帯電話機１とＢＴを搭載したＢＴヘッドホン２００、ＢＴを
搭載したＢＴコンポ３００とを用いたシステムの一実施形態を示した図である。携帯電話
機１はＢＴ通信の接続を確立するために必要となる処理要求を出すこと（クライアント動
作）もできるし、他の通信機器から接続要求に対して、通信を確立するために必要な処理
を行い応答すること（サーバ動作）もできる。
【００３０】
　また、携帯電話機１は、他のＢＴ搭載の通信機器と接続できるが、クライアント動作と
サーバ動作との双方が可能なＢＴ通信機器（例えばＢＴヘッドホン２００）や、クライア
ント動作は不可能で、サーバ動作だけが可能なＢＴ通信機器（例えばＢＴコンポ３００）
がある。つまり、携帯電話機１とＢＴヘッドホン２００とは他のＢＴ機器に接続動作を自
ら行うことも可能であるし、当然受けることもできる。しかし、ＢＴコンポ３００は自ら
他のＢＴ機器に接続することはできず、もっぱらＢＴ接続を受けることしかできない。
【００３１】
　図５に示すＢＴヘッドホン２００は、電源のＯＮ／ＯＦＦができる電源キー２１０、Ｂ
Ｔ通信によって受信した音楽情報の再生を行う再生キー２１１、再生中の音楽を停止する
停止キー２１２、及び再生中の音楽を一時停止／再開する一時停止キー２１３を有する。
【００３２】
　図６は、ＢＴヘッドホン２００の構成を簡潔に示したブロック図である。ＢＴヘッドホ
ン２００の内部には、ＢＴヘッドホン２００の全体の制御を行う制御部２０１、音楽制御
部２０２、ＢＴ通信部２０３、ＢＴアンテナ２０４、スピーカ２０５、入力部２０６、Ｒ
ＯＭなどで構成される不揮発性の記憶部２０７、及び一時的に記憶する揮発性のＲＡＭ２
０８を有しており、制御部２０１によって全体が制御されている。
【００３３】
　記憶部２０７は、制御部２０１が実行するプログラム、各種の情報データなどが保存さ
れている。
【００３４】
　入力部２０６は、電源キー２１０などの入力されたことを検知し、その信号を制御部２
０１に対して送信する機能を有する。そして、入力部２０６は、再生キー２１１、停止キ
ー２１２、及び一時停止キー２１３などの音楽の再生操作の入力を受け付ける音楽操作入
力部２０６ａを有する。
【００３５】
　ＢＴ通信部２０３は、ＢＴ接続方式によってＢＴアンテナ２０４を通じてデータの送受
信を行うことを制御する。また、周辺のＢＴ通信可能な通信機器をサーチすること、及び
データ送受信前のリンクの確立を行うことも周知のとおりＢＴ通信部２０３によって制御
が行われる。
【００３６】
　音楽制御部２０２は、他のＢＴ機器と接続し、音楽再生をＢＴヘッドホン２００で行う
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際に、他のＢＴ機器から送信されてきた音楽ファイルをデコードして再生を行う機能を有
する。
【００３７】
　なお、本発明の前提として、ＭＰを起動させる前にＢＴを起動させ、携帯電話機１とＢ
Ｔ－ＡＶ接続によって接続するべきリストを得ておく必要がある。携帯電話機１の確定キ
ー６５を押下すると、図示しないメニュー画面が表示される。その状態で、メニューの中
からＢＴのメニューを選択して、そのメニューの中からサーチ操作が選択されると、サー
チが行われる。その時点で周辺に存在する複数のＢＴ通信可能な通信機器から、それぞれ
の機器が有するデバイス名情報、アドレス情報、機器種別情報、サービス情報等が記憶さ
れている図示しないＢＴテーブルをロードしてくる。
【００３８】
　次に、そのロードしたＢＴテーブルのサービス情報をチェックして、どのようなサービ
スが実行できるのかを調べて、通信可能なリモートデバイスを確認する。そして、通信可
能なリモートデバイスがあれば、リモートデバイスの一覧リスト（それぞれの周辺機器の
ＢＴテーブルに基づくリスト）を無線通信装置の表示部に表示する。そして、そのリスト
情報をＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに記憶する。
【００３９】
　以上に記載したように、携帯電話機１とＢＴ－ＡＶ接続によって接続するべきリストを
得ておく必要がある。そして、この動作と共に、携帯電話機１と接続するＢＴ－ＡＶ機器
（例えばＢＴヘッドホン２００）との相互認証のためのＰＩＮコードの交換もこの時点で
行う。なお、リストを得る段階でＰＩＮコードの交換を行わないように設定し、後に記載
する図７乃至図１２の流れの中で、接続を確立する段階でＰＩＮコードを交換するように
してもよい。
【００４０】
　次に、本発明の実施例における携帯電話機１によって音楽再生を行った際のフローにつ
いて、図７乃至図１３を参照して説明する。本発明に係る携帯電話機１の動作は以下のよ
うに分かれる。  
（１）ＭＰ開始動作（図７）
（２）ＢＴ－ＡＶ接続開始動作（図９）
（３）ＭＰ動作・スピーカ／イヤホン出力（以下ＳＰ／ＥＰ出力と記す）（図８）
（４）ＭＰ動作・ＢＴ－ＡＶ接続機器出力（図１０）
（５）ＢＴ－ＡＶ接続終了動作・ＢＴ－ＡＶ接続待受動作（図１１）
　以下、それぞれの動作に分けて説明する。なお適宜図１２の図面を用いて説明する。図
１２は携帯電話機１が動作しているときのディスプレイ５の表示画面の一例を示したもの
である。
【００４１】
　［（１）ＭＰ開始動作］
　ＭＰ開始動作について説明する。図７はＭＰを起動した際の動作を示したフローチャー
トである。まず、携帯電話機１の通常の待受状態からＭｕｓｉｃ　Ｐｌａｙｅｒ（ＭＰ）
が起動されたかを判断する（ステップＳ１１）。なお、ＭＰの起動方法としては、確定キ
ー６５の押下によるメニューからの呼出（再生を伴わないＭＰ起動）、サイドキー７の所
定時間の押下による呼出（再生を伴うＭＰ起動）、静電タッチパッド１４の所定時間の押
下による呼出（再生を伴うＭＰ起動）等が挙げられる。再生を伴う起動とは例えば起動と
同時に再生を行う起動であり、再生を伴わない起動とは、起動と同時に再生を行わない場
合（前回曲再生を行っていたものの途中の状態で一時停止状態も含む）を指す。
【００４２】
　そして、ＭＰが起動されると（ステップＳ１１「Ｙｅｓ」）、ＢＧＭでの音楽再生中で
あるかを判断し（ステップＳ１２）、ＢＧＭでの音楽再生中であると判断された場合（「
Ｙｅｓ」）はＢＴによってＢＴ－ＡＶ接続中であるかを判断する（ステップＳ１３）。ま
た、ステップＳ１２において、ＢＧＭ再生中ではないと判断された場合（「Ｎｏ」）はＢ
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Ｔ－ＡＶ接続の待受中であるか判断する（ステップＳ１４）。
【００４３】
　次に、ステップＳ１３において、ＢＴ－ＡＶ接続中であると判断された場合（「Ｙｅｓ
」）は、ＢＧＭの楽曲データの再生が、ＭＰ上つまりフォアグラウンドでの再生（以下Ｆ
ＧＭ）に単に移行しただけであって、曲の途中であってもそのまま出力しているＢＴ－Ａ
Ｖ機器から音楽が流れ続ける（ステップＳ１３の「Ｙｅｓ」方向、＜１＞図１０ステップ
Ｓ６０－２へ遷移する）。
【００４４】
　一方、ステップＳ１３において、ＢＴ－ＡＶ接続中ではないと判断された場合（「Ｎｏ
」）は、ＳＰ／ＥＰ出力設定のプレイヤ動作で楽曲データを再生する。この場合も、ＳＰ
／ＥＰの出力におけるＢＧＭ再生が、単にＦＧＭ再生へ移行しただけであって、曲の途中
であってもそのまま出力しているスピーカ１０９又はイヤホンから途切れることなく音出
力がなされる（ステップＳ１３の「Ｎｏ」方向、＜２＞図８ステップＳ３１－２へ進む）
。
【００４５】
　ステップＳ１４において、ＢＴ－ＡＶ接続の待受中であるか否かを判断した結果、ＢＴ
－ＡＶ接続の待受中であると判断された場合（ステップＳ１４「Ｙｅｓ」）、ＢＴ－ＡＶ
接続の待受を継続つまりサーバとして接続待ちを継続する（＜６＞、図９のステップＳ５
０）。
　一方、ステップＳ１４において、ＢＴ－ＡＶ待受中であるか否かを判断した結果、ＢＴ
－ＡＶ接続の待受中ではないと判断された場合（「Ｎｏ」）、ＢＴ－ＡＶ接続中か否かを
判断する（ステップＳ１５）。
【００４６】
　そして、ＢＴ－ＡＶ接続中であると判断した場合は（ステップＳ１５「Ｙｅｓ」）、Ｂ
Ｔ－ＡＶ接続中の出力先に対してプレイヤ動作を行う（＜３＞、図１０のステップＳ６０
）。なお、このプレイヤ動作を行う際は、例えばステップＳ１１においてＭＰを起動され
た際に再生を伴うＭＰ起動である場合にはプレイヤ動作（再生）を行い（ステップＳ６０
－２）、再生を伴わないＭＰ起動である場合には、プレイヤ動作（一時停止）を行う（ス
テップＳ６０－３）。この遷移は一例であり、図１０で示されたステップＳ６０の枠のど
の状態（再生・停止・一時停止）に遷移するように設定しても良い。
【００４７】
　一方、ステップＳ１５において、ＢＴ－ＡＶ接続中ではないと判断された場合（ステッ
プＳ１５「Ｎｏ」）、音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶されている音出力先設定を読
み出し、ＢＴ－ＡＶ機器に設定されているか否かを判断する（ステップＳ１６）。
【００４８】
　そして、ステップＳ１６において、音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶されている音
出力先設定がＢＴ－ＡＶ機器ではないと判断された場合（「Ｎｏ」）、ＳＰ／ＥＰによる
接続によってプレイヤ動作を行う（＜５＞、図８のステップＳ３１へ進む）。なお、この
プレイヤ動作を行う際は、例えばステップＳ１１においてＭＰを起動された際に再生を伴
うＭＰ起動である場合にはプレイヤ動作（再生）を行い（ステップＳ３１－２）、再生を
伴わないＭＰ起動である場合には、プレイヤ動作（一時停止）を行う（ステップＳ３１－
３）。この遷移は一例であり、図８で示されたステップＳ３１の枠のどの状態（再生・停
止・一時停止）に遷移するように設定しても良い。
【００４９】
　一方、ステップＳ１６において、音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶されている音出
力先設定がＢＴ－ＡＶ機器に設定されていた場合（ステップＳ１６「Ｙｅｓ」）、その設
定されているＢＴ－ＡＶ機器にクライアントとしてＢＴ－ＡＶ接続を開始する（＜４＞、
図９のステップＳ４１へ進む）。この場合、プレイヤを前回起動した際の音出力先設定が
音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶されているため、その設定がそのまま生かされるこ
とになる。従って、プレイヤを起動する都度、設定をする手間を省くことができる。



(9) JP 4459105 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

【００５０】
　なお、ＭＰ開始動作は図７のフローチャートに記載した流れで起動することに限定しな
い。つまり、例えばステップＳ１１においてＭＰを起動された場合、ＢＧＭ再生中であっ
て且つＢＴ－ＡＶ接続中である場合は、＜１＞（図１０）へ遷移するように設計されれば
よい。同様に、例えばステップＳ１１においてＭＰを起動された場合に、ＢＧＭ再生中で
はなく、ＢＴ－ＡＶ接続の待受中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続中ではなく、且つ音出力設定
情報記憶部１１５ｃの設定がＢＴ－ＡＶ機器に設定されている場合は、＜４＞（図９）へ
遷移するように設計されればよい。
【００５１】
　なお、ステップＳ１１においてＭＰを起動された場合に、ＢＧＭ再生中でなく、ＢＴ－
ＡＶ接続の待受け中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続中でない場合は、音出力設定情報記憶部１
１５ｃの設定に従って＜４＞（図９）または＜５＞（図８）へ遷移するようにしたが、こ
こでの再生はＦＧＭ又はＢＧＭのどちらにしてもよい。例えば、ＢＧＭにした場合、フォ
アグラウンドでの他の操作（例えば、Ｅメール作成など）を継続しつつ音楽の再生ができ
ることになり、ユーザの利便性をより向上することができる。
【００５２】
　なお、ステップＳ１１においてＭＰを起動された場合に、ＢＧＭ再生中でなく、ＢＴ－
ＡＶ待受け中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続中でなく、ＢＧＭで音楽を再生する場合は、ステ
ップＳ１６で判断した結果に関わらず、音出力先を常にＳＰ／ＥＰにするようにしてもよ
いし、音出力先設定がＢＴ－ＡＶ機器の場合（ステップＳ１６「Ｙｅｓ」）に、ＢＧＭ再
生を禁止するようにしてもよい。このようにすることで、フォアグラウンドで他の操作（
例えば、Ｅメール作成など）をしている際に、バックグラウンドでＢＴ－ＡＶ接続開始動
作が実行されなくなるため、ユーザが操作の状態をより平易に把握することができるよう
になる。
【００５３】
　［（２）ＢＴ－ＡＶ接続開始動作］
　次に、ＢＴ－ＡＶ接続開始動作について図９を用いて説明する。図９は、ＢＴ－ＡＶ接
続開始動作を開始した際のフローチャートである。ＢＴ－ＡＶ接続開始動作は、（Ａ）Ｍ
Ｐを起動されたとき（ステップＳ１１）、ＢＧＭ再生中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続の待受
中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続中ではなく、且つ音出力設定情報記憶部１１５ｃの設定がＢ
Ｔ－ＡＶ機器に設定されている場合（図７＜４＞からの遷移）、及び（Ｂ）ＳＰ／ＥＰ接
続によるＭＰ起動中に音出力先設定の変更を行い、且つその変更がＢＴ－ＡＶ機器へ変更
した場合（図８＜７＞からの遷移）に行われる。
【００５４】
　まず、上記のようにＢＴ－ＡＶ接続開始動作が行われると、音出力先として設定された
ＢＴ－ＡＶ機器（例えば、以下ＢＴヘッドホン２００に設定されたとして説明する。）に
対して、クライアントとしてＢＴ－ＡＶ接続動作（例えばＡＶプロファイルによる接続）
を開始する（ステップＳ４１）。その際に制御部１０１は、ディスプレイ５に図１２（Ｇ
）に示された画面を表示するよう制御する。その後、クリアキー７２又は電源キー７１に
よる接続中止操作がなされたか否かを判断する（ステップＳ４２）。その際、接続中止操
作がなされた場合は（「Ｙｅｓ」）、ＢＴヘッドホン２００との接続を終了する（ステッ
プＳ４３）。そして、制御部１０１は、ディスプレイ５に図１２（Ｃ）に示された表示を
行わせる。そして、音出力設定をＳＰ／ＥＰ接続として設定する（図８の＜８＞へ遷移）
。
【００５５】
　一方、接続中止操作が検出されなかった場合、クライアント動作によってＢＴ－ＡＶ接
続ができたか否かを判断する（ステップＳ４４）。
【００５６】
　そして、ＢＴ－ＡＶ接続ができた場合、音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶されてい
る音出力先情報を接続できたＢＴ－ＡＶ機器（この場合はＢＴヘッドホン２００）に設定
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を書き換える（ステップＳ４５）。その後、ＢＴ－ＡＶ接続によってプレイヤ動作（停止
）を行う（＜９＞図１０ステップＳ６０－１に遷移する）。その場合、制御部１０１は図
１２（Ｈ）に示すような表示をディスプレイ５に表示する。
【００５７】
　一方、ＢＴ－ＡＶ接続ができたと判断されなかった場合は（ステップＳ４４の「Ｎｏ」
）、クライアントとして接続開始した時間から所定時間が経過したか（タイムアウトした
か）否かを判断し、タイムアウトしていない場合は再度ステップＳ４２に戻る（ステップ
Ｓ４６の「Ｎｏ」）。なお、タイムアウトの時間としては短すぎても接続率の低下につな
がり、逆に長すぎても接続待ち時間がかかりすぎるためユーザにとっても好ましくなく、
数秒（５秒程度）が望ましい。
【００５８】
　そして、ステップＳ４４・Ｓ４６において、所定時間（タイムアウトまでの時間）まで
にクライアントとして接続できなかった場合、（ステップＳ４６の「Ｙｅｓ」）、クライ
アントとして接続を試みたＢＴ－ＡＶ接続の動作を終了する（ステップＳ４７）。次に、
接続失敗事由として接続を試みた際に認証失敗（ＰＩＮコードによる携帯電話機１とＢＴ
－ＡＶ機器との認証）による接続失敗であったか否かを判断する（ステップＳ４８）。こ
れは、認証失敗による接続失敗の場合は再度ＰＩＮコードを受け付け、ＢＴ－ＡＶ機器と
の認証を行う必要があるからである。
【００５９】
　そして、認証失敗による接続失敗ではない場合（ステップＳ４８の「Ｎｏ」）には、そ
の接続したＢＴ－ＡＶ機器（ＢＴヘッドホン２００）自身がクライアントとして動作可能
な機器であるか否かを判断する（ステップＳ４９）。このクライアントとして動作可能な
機器であるかの判断方法については後述する。
【００６０】
　そして、接続を試みたＢＴ－ＡＶ機器がクライアントになれる機器であると判断された
場合（ステップＳ４９の「Ｙｅｓ」）、次にサーバとしてＢＴ－ＡＶ接続待ちを開始する
（ステップＳ５０）。なおこの際のサーバとして接続待ちを行うＢＴ－ＡＶ接続可能な機
器としては、先ほどクライアントとして接続を試みたＢＴ－ＡＶ機器（この場合はＢＴヘ
ッドホン２００）だけを設定しても良いし、ＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに記憶された
全てのＢＴ－ＡＶ機器（この場合はＢＴヘッドホン２００だけでなく、ＢＴコンポ３００
など他の機器も含む）に対して接続待ちを行うようにしてもよい。
【００６１】
　また、制御部１０１は、図１２（Ｅ）に表示された表示をディスプレイ５に表示する。
【００６２】
これによってユーザは、接続しようと試みているＢＴ－ＡＶ機器の電源がうっかりＯＦＦ
になっていた場合にその旨をユーザに知らせることができ、ユーザにＢＴ－ＡＶ機器の電
源をＯＮにすることを促すことができる。
【００６３】
　次に、ステップＳ５０において、サーバとしてＢＴ－ＡＶ接続待ち動作が行われると、
その後、クリアキー７２又は電源キー７１等による接続中止操作がなされたか否かを判断
する（ステップＳ５１）。
【００６４】
　その後、接続中止操作がなされた場合は（「Ｙｅｓ」）、ＢＴヘッドホン２００との接
続を終了する（ステップＳ５２）。そして、制御部１０１は図１２（Ｆ）に示された表示
をディスプレイ５に表示し、更に音出力設定をＳＰ／ＥＰ接続として設定する（図８の＜
８＞へ遷移）。
【００６５】
　一方、接続中止操作が検出されなかった場合、サーバ動作によってＢＴ－ＡＶ接続がで
きたか否かを判断する（ステップＳ５３）。
【００６６】
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　そして、ＢＴ－ＡＶ接続ができた場合、音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶されてい
る音出力先情報を接続できたＢＴ－ＡＶ機器として設定を書き換える（ステップＳ５４）
。その後、ＢＴ－ＡＶ接続によってプレイヤ動作（停止）を行う（＜９＞図１０ステップ
Ｓ６０－１に遷移する）。その場合、制御部１０１は図１２（Ｈ）に示すような表示をデ
ィスプレイ５に表示する。
【００６７】
　一方、ＢＴ－ＡＶ接続ができたと判断されなかった場合は（ステップＳ５３の「Ｎｏ」
）、クライアントとして接続開始した時間から所定時間を過ぎたか（タイムアウトしたか
）否かを判断し、タイムアウトしていない場合は再度ステップＳ５１に戻る（ステップＳ
５５の「Ｎｏ」）。なお、サーバとして接続待ちを行う際のタイムアウトの時間としては
ステップＳ５０においてユーザに案内を表示してから、ユーザが接続先の電源を入れる程
度の時間を待つ必要があるため、数十秒～１分程度が望ましい。
【００６８】
　そして、ステップＳ５３・Ｓ５５において、所定の時間（タイムアウトの時間）以内に
サーバとして接続できなかった場合（ステップＳ５５の「Ｙｅｓ」）、サーバモードの動
作を終了する（ステップＳ５６）。その後、制御部１０１は、図１２（Ｄ）に示された表
示をディスプレイ５に表示し、更に音出力設定をＳＰ／ＥＰ接続として設定する（＜８＞
図８のステップＳ３５へ進む）。
【００６９】
　なお、ステップＳ４８において、失敗事由が認証の失敗であった場合（ステップＳ４８
の「Ｙｅｓ」）、ステップＳ４９において接続を試みたＢＴ－ＡＶ接続可能な機器がクラ
イアントになれないと判断された場合（ステップＳ４９の「Ｎｏ」）において、制御部１
０１は、それぞれ図１２（Ａ）、図１２（Ｂ）に示された表示をディスプレイ５に表示し
、更に、音出力設定をＳＰ／ＥＰ接続として設定する（＜８＞図８のステップＳ３５へ遷
移）。
【００７０】
　なお、ステップＳ４８において、接続失敗事由が認証の失敗であった場合（「Ｙｅｓ」
）、＜８＞（図８）に遷移して、ＳＰ／ＥＰ接続に設定することに限定することなく、接
続失敗事由が認証の失敗であった場合、再度その接続を試みたＢＴ－ＡＶ機器のＰＩＮコ
ードの認証を行うためのＰＩＮコードを受けつけ、その後、再度ステップＳ４１に戻り、
そのＢＴ－ＡＶ機器にクライアントとして接続を再度試みるように設定しても良い。
【００７１】
　なお、このＢＴ－ＡＶ接続動作において最初にクライアントとして接続を実施し、失敗
した際にサーバモード動作を実施するようにしたが、この動作を入れ替えても同様の効果
が得られる。また、携帯電話機１とクライアント動作可能なＢＴ－ＡＶ機器（例えばＢＴ
ヘッドホン２００）が同時にクライアント接続動作を実施した場合においても、本実施例
の動作を繰り返すことにより、通信の接続を確立することができる。
【００７２】
　（ＢＴ－ＡＶ接続可能な機器がクライアントになれるかの判断）
　次に、ステップＳ４９における、接続を試みたＢＴ－ＡＶ機器がクライアントになれる
か否かを判断方法について詳細を説明する。以下の（Ａ）～（Ｄ）の４つの方法が考えら
れるが、その方法のいずれか及びそれらの組み合わせによって実現する。  
　（Ａ）特に判断をせず、クライアントになれると推定する
　ステップＳ４９に遷移した場合、特に判断を行うことなく、クライアントになれると推
定し、常にステップＳ５０に遷移する。
【００７３】
　（Ｂ）周辺機器リストを登録する際に、クライアントになれるか否かの情報を同時に設
定しておく
　前述したように、ＭＰを起動する前に周辺機器リストをＢＴのサーチによって得ておき
ＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに記憶しおく必要があるが、そのリストを得たとき（表示
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されたとき）に、それぞれのＢＴ－ＡＶ接続可能な機器に対して、その機器がクライアン
トとして接続可能か否かの情報をそれぞれの機器情報と関連付けてＢＴ接続リスト記憶部
１１５ｂに記憶しておき、ステップＳ４９に遷移した場合、その情報を読み出して、クラ
イアントになれるか否かを判断する。
【００７４】
　（Ｃ）周辺機器リストをサーチする際にロードする情報から判断する
　周辺機器リストをサーチして、ロードする情報にはサービス情報（例えばＢＴの規格で
は「ＳＤＤＢ」といわれる箇所に格納されたサービスレコード）が含まれているが、その
サービス情報のＳｕｐｐｏｒｔｅｄ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ情報に基づいてその機器がクライ
アントになれるか否かを判断する。このＳｕｐｐｏｒｔｅｄ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ情報はそ
の機器がどの端末の分類にあるかの情報が記載されており、その分類に応じて携帯電話機
１の記憶部１１５にこの分類の情報と予めクライアントになれるかなれないかの情報（図
示しない）とを関連付けて設定しておき、その情報に基づいて接続されたＢＴ－ＡＶ機器
がクライアントになれるか否かを判断することが考えられる。具体的には、例えば、予め
Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ情報でＨｅａｄｓｅｔを示すフラグがセットされ
ていたらクライアント及びサーバになれるＢＴ－ＡＶ機器と判断し，それ以外のフラグが
セットされている場合にはサーバにしかなれないＢＴ－ＡＶ機器と判断するといったよう
に、それぞれの情報と関連付けて記憶部１１５に記憶しておき、ステップＳ４９の判断の
際には、その関連付けた情報に基づいて、接続を試みていた機器がクライアントになれる
か否かを判断する。
【００７５】
　また、そのほか、サービス情報の予め定めた箇所（例えばＢＴの規格ではサービス情報
の「Ｐｒｏｖｉｄｅｒ　Ｎａｍｅ」のデータ）にＢＴ－ＡＶ機器自身がクライアントにな
れるか否かの情報をいれるようにしておき、実際携帯電話機１がＢＴテーブルに記載され
た上記サービス情報よって、それぞれのＢＴ－ＡＶ機器がクライアントになれるか否かが
わかる。そして、ステップＳ４９の判断の際は、そのＢＴテーブルの情報に基づきクライ
アントになれるか否かを判断するようにしてもよい。
【００７６】
　（Ｄ）ＢＴ－ＡＶ機器からクライアントによって接続された際に、クライアントが可能
である情報を記録しておき、その情報を基づいて判断する
　ＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに記憶されているＢＴ－ＡＶ接続可能な機器と携帯電話
機１とでＢＴ接続を行う際に、ＢＴ－ＡＶ接続可能な機器（例えばＢＴヘッドホン２００
）がクライアントとして接続した場合には（携帯電話機１はサーバとして接続した場合）
、ＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに記憶されている接続したＢＴ－ＡＶ接続可能な機器（
例えばＢＴヘッドホン２００）とクライアントが可能である情報とを関連付けて記憶して
おく。そして、ステップＳ４９のクライアントになれるか否かの判断においては、そのク
ライアントが可能である情報が記録されているか否かで判断する。
【００７７】
　［（３）ＭＰ動作・ＳＰ／ＥＰ出力］
　次に、図８を用いて、ＭＰ動作・ＳＰ／ＥＰ出力動作（以下単にＳＰ／ＥＰ出力動作と
記す）について説明する。図８は、ＳＰ／ＥＰ出力によって曲情報記憶部１１５ａに記憶
された楽曲を再生する際のフローチャートを示した図である。
【００７８】
　まず、ＳＰ／ＥＰ出力動作は、ＭＰ開始動作において、（Ａ）ＭＰを起動しＢＧＭ再生
中かつＢＴ－ＡＶ接続中ではないとき（＜２＞図７）、及び（Ｂ）ＭＰを起動し、ＢＧＭ
再生中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続の待受中ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続中ではなく、且つ音
出力先設定がＢＴ－ＡＶ機器ではない場合（＜５＞図７）等に行われる。
【００７９】
　ＳＰ／ＥＰ出力動作は、上記の動作がなされると、スピーカ１０９からの楽曲の再生（
ステップＳ３１－２）／停止（ステップＳ３１－１）／一時停止（ステップＳ３１－３）
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が行われる。これらを総称してＳＰ／ＥＰプレーヤ再生と記す（ステップＳ３１）。なお
、楽曲の再生（ステップＳ３１－２）／停止（ステップＳ３１－１）／一時停止（ステッ
プＳ３１－３）のそれぞれはキー６の操作、静電タッチパッド１４の操作によってそれぞ
れ遷移可能である。そして、ＳＰ／ＥＰプレーヤ再生中に、制御部１０１は、ソフトキー
右６６の押下によるサブメニューを呼び出して、音出力先設定項目画面が呼び出されたか
否かを判断する（ステップＳ３２）。そして、音出力先設定項目画面が呼び出されていな
いと判断された場合は、ＳＰ／ＥＰプレーヤ再生を継続する（ステップＳ３２の「Ｎｏ」
）。
【００８０】
　一方、制御部１０１が音出力設定項目画面が呼び出されたと判断された場合、図８のス
テップＳ３３に記載されたような表示をディスプレイ５に表示する（ステップＳ３３）。
【００８１】
なお、このディスプレイ５に表示される項目としては、ＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに
記憶されている周辺機器リストの全てのＢＴ－ＡＶ機器と「ＢＴ接続ＯＦＦ」とを表示す
る。なお、音出力先が現在ＢＴ－ＡＶ機器である場合は、「ＢＴ接続ＯＦＦ」のみを選択
可能な表示にし、現在の音出力先がＳＰ／ＥＰである場合は、「ＢＴ接続ＯＦＦ」のみを
選択不可能にするように表示してもよい。更には、現在の音出力先のみ選択不可能に表示
するようにしてもよい。
【００８２】
　次に、ステップＳ３３において、音出力先設定のいずれかが選択された場合は、制御部
１０１はその選択された音出力先設定がＢＴ－ＡＶ機器であるか否かを判断する（ステッ
プＳ３４）。そして、選択された音出力先設定がＢＴ－ＡＶ機器である場合は（ステップ
Ｓ３４「Ｙｅｓ」）、その機器に対してＢＴ－ＡＶ接続を開始する（＜７＞図９）。
【００８３】
　一方、選択された音出力先設定がＢＴ－ＡＶ機器ではないと判断された場合は（ステッ
プＳ３４「Ｎｏ」）、音出力先設定をスピーカ１０９又はイヤホン（ＳＰ／ＥＰ）に設定
する（ステップＳ３５）。
【００８４】
そして、その旨を音出力設定情報記憶部１１５ｃに記憶する。そして、制御部１０１は、
ステップＳ３６に示された表示をディスプレイ５に表示する。その後、ＳＰ／ＥＰ出力に
よって楽曲再生動作（停止）に遷移する（ステップＳ３１－１）。
【００８５】
　［（４）ＭＰ動作・ＢＴ－ＡＶ接続機器出力］
　次に、ＭＰ動作・ＢＴ－ＡＶ接続機器出力（以下ＢＴ－ＡＶ出力と記す）について説明
する。図１０はＭＰ動作・ＢＴ－ＡＶ出力の際のフローチャートである。
【００８６】
　まず、ＢＴ－ＡＶ出力動作は、ＭＰ開始動作において、（Ａ）ＭＰを起動しＢＧＭ再生
中かつＢＴ－ＡＶ接続中であるとき（＜１＞図７）、（Ｂ）ＭＰを起動し、ＢＧＭ再生中
ではなく、ＢＴ－ＡＶ接続の待受中ではなく、且つＢＴ－ＡＶ接続中である場合（＜３＞
図７）、及び（Ｃ）ＢＴ－ＡＶ出力が接続成功した場合（＜９＞図９ステップＳ４５・ス
テップＳ５４）等に行われる。
【００８７】
　ＢＴ－ＡＶ出力動作は、上記の動作がなされると、ＢＴ－ＡＶ機器（例えばＢＴヘッド
ホン２００のスピーカ２０５）からの、楽曲の再生（ステップＳ６０－２）／停止（ステ
ップＳ６０－１）／一時停止（ステップＳ６０－３）が行われる。これらを総称してＢＴ
－ＡＶプレーヤ再生と記す（ステップＳ６０）。なお、楽曲の再生／停止／一時停止のそ
れぞれの遷移は以下のようになる。
【００８８】
　まず、停止中に再生操作（例えば静電タッチパッド１４のセンサ８７の箇所の押下）が
なされると、再生動作に移る。また、再生中に一時停止操作（例えばＢＴヘッドホン２０
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０の一時停止キー２１３の押下）がなされると一時停止動作に移り、再生再開操作（例え
ば静電タッチパッド１４のセンサ８７の箇所の押下）がなされると、再生動作に移る。
【００８９】
　また、再生動作中に停止操作がなされると、その停止操作がＢＴ－ＡＶ機器からの停止
操作か否かを判断する（ステップＳ６０－４）。そして、ＢＴ－ＡＶ機器からの停止操作
ではなく、携帯電話機１からの停止操作である場合は（ステップＳ６０－４の「Ｎｏ」）
、停止動作に移る（ステップＳ６０－１）。
【００９０】
　一方、再生動作中にＢＴ－ＡＶ機器からの停止操作（例えばＢＴヘッドホン２００の停
止キー２１２の押下）がなされると、ＢＴ－ＡＶ接続を切断し、クライアント動作又はサ
ーバ動作を終了し、ＢＴ－ＡＶ接続の終了動作へ遷移する（＜１１＞、図１１のステップ
Ｓ７３へ遷移）。
【００９１】
　そして、ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生中（ステップＳ６０）に、ＢＴ－ＡＶ接続中に禁止さ
れている操作（例えば携帯電話機１のキー６、静電タッチパッド１４による音量調節操作
・早送り・巻戻し操作等は操作を行ってもＢＴヘッドホン２００側の制御には反映されな
い操作は禁止されているものとしている）、がなされたか否かを判断し（ステップＳ６１
）、なされていない場合には、ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生に戻り（「Ｎｏ」）、禁止されて
いる操作がなされたと判断された場合にはステップＳ６２に示されている表示をディスプ
レイ５に表示し、操作を無効とする（ステップＳ６２）。そして、その後所定時間が経過
すると、ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生に戻る。
【００９２】
　また、ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生中（ステップＳ６０）に、制御部１０１は、ソフトキー
右６６の押下によるサブメニューを呼び出して、音出力先設定項目画面が呼び出されたか
否かを判断する（ステップＳ６６）。そして、音出力先設定項目画面が呼び出されていな
いと判断された場合は、ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生を継続する（ステップＳ６６の「Ｎｏ」
）。
【００９３】
　一方、制御部１０１が音出力設定項目画面が呼び出されたと判断された場合、図８のス
テップＳ３３に記載されたような表示をディスプレイ５に表示する（＜１０＞図８）。
【００９４】
［（５）ＢＴ－ＡＶ接続終了動作・ＢＴ－ＡＶ接続待受動作］
　次に、ＢＴ－ＡＶ接続終了動作・ＢＴ－ＡＶ接続待受動作について図１１を用いて説明
する。図１１は、ＢＴ－ＡＶ接続開始動作を開始した際、及び再度待受け動作に移行する
際のフローチャートである。ＢＴ－ＡＶ接続終了動作は、（Ａ）ＢＴ－ＡＶ接続中に楽曲
再生しているとき（図１０のステップＳ６０）に携帯電話機１のキー６によってＭＰ終了
操作がなされた場合（ステップＳ７１から遷移）、及び（Ｂ）ＢＴ－ＡＶ接続中に楽曲再
生しているとき（図１０のステップＳ６０）にＢＴ－ＡＶ機器から停止操作（ステップＳ
６０－４の「Ｙｅｓ」、＜１１＞）がなされた場合（ステップＳ７３から遷移）に行われ
る。
【００９５】
　まず、上記（Ａ）ＢＴ－ＡＶ接続中に楽曲再生しているとき（図１０のステップＳ６０
）に携帯電話機１のキー６によってＭＰ終了操作がなされたか否かを判断する（ステップ
Ｓ７１）。そして、終了操作がなされると（「Ｙｅｓ」）、ステップＳ７２に示すような
表示をディスプレイ５に表示し、ＢＧＭで再生を続けるか、終了するか、終了をキャンセ
ルするかの選択をユーザに促す（ステップＳ７２）。そして、キャンセル操作がなされた
場合には再度ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生を再開する。また、ＢＧＭで再生を続けることを選
択される（［ＢＧＭ再生］が選択された場合）と、ディスプレイ５の表示は待受画面に戻
るが、ＢＧＭにおいて再生が継続される（ステップＳ７４）。なお、ＢＧＭによる再生中
もＢＧＭ停止、ＢＧＭ一時停止の各状態にキー６、サイドキー７又は、静電タッチパッド
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１４による操作で遷移することができる。
【００９６】
　一方、ステップＳ７２に示された表示がディスプレイ５に表示された際に、ＭＰを終了
する操作（例えば電源キー７１の押下）がなされた場合、及びＢＧＭ再生中にＢＧＭ再生
終了操作がなされた場合は、楽曲の再生動作を終了させ、更にはＢＴ－ＡＶ接続していた
クライアント動作又はサーバ動作を終了する（ステップＳ７３）。なお、前述のとおり、
ＢＴ－ＡＶプレーヤ再生がなされているときにＢＴ－ＡＶ接続された機器からの停止操作
がなされた場合においても（上記（Ｂ）の場合）、楽曲の再生動作を終了させ、更にはＢ
Ｔ－ＡＶ接続していたクライアント動作又はサーバ動作を終了する。
【００９７】
　次に、今まで接続していたＢＴ－ＡＶ機器はクライアントとして動作可能か否かを判断
する（ステップＳ７５）。この判断方法は、前述したステップＳ４９の判断方法と同じで
あるため、その説明を省略する。
【００９８】
　次に、接続していたＢＴ－ＡＶ機器が、クライアントになれると判断された場合（ステ
ップＳ７５の「Ｙｅｓ」）、次にサーバとしてＢＴ－ＡＶ接続待ちを開始する（ステップ
Ｓ７６）。なおこの際のサーバとして接続待ちを行うＢＴ－ＡＶ機器としては、先ほどク
ライアントとして接続を試みたＢＴ－ＡＶ機器（この場合はＢＴヘッドホン２００）だけ
を設定しても良いし、ＢＴ接続リスト記憶部１１５ｂに記憶された全てのＢＴ－ＡＶ機器
（この場合はＢＴヘッドホン２００だけでなく、ＢＴコンポ３００など他の機器も含む）
に対して接続待ちを行うようにしてもよい。
【００９９】
　次に、サーバ動作によってＢＴ－ＡＶ接続ができたか否かを判断する（ステップＳ７７
）。そして、接続できなかったと判断された場合は（「Ｎｏ」）、サーバとして接続待ち
を開始した時間から所定時間を過ぎたか否か（タイムアウトしたか）を判断する（ステッ
プＳ７８）。そして、いまだ所定時間を過ぎていないと判断された場合には（ステップＳ
７８の「Ｎｏ」）、ステップＳ７９に示すようなＢＴ－ＡＶ待受画面を表示し、再度ステ
ップＳ７７に戻り、ＢＴ－ＡＶ接続できたか否かを判断する。
【０１００】
　一方、ステップＳ７７において、ＢＴ－ＡＶ接続ができた場合（「Ｙｅｓ」）、音出力
設定情報記憶部１１５ｃに記憶されている音出力先情報を接続できたＢＴ－ＡＶ機器とし
て設定を書き換える（ステップＳ８０）。その後、ＢＴ－ＡＶ接続によってＢＧＭ再生す
る場合にはステップＳ７４に示されたＢＧＭによる再生が行なわれる（＜１３＞に遷移）
。
【０１０１】
　また、ステップＳ７８において、所定時間を過ぎた場合（タイムアウトした場合）は（
「Ｙｅｓ」）、サーバとして接続していたＢＴ－ＡＶ接続動作を終了する（ステップＳ８
２）。そして、待受画面に戻る（ステップＳ８３）。
【０１０２】
　なお、ステップＳ７４のＢＧＭ再生中、ステップＳ７９によるＢＴ－ＡＶ接続待受画面
、ステップＳ８１のＢＧＭ再生しなかった場合、及びステップＳ８３の待受画面が表示さ
れている場合において、ＭＰ起動操作がなされると、再度ＭＰ起動として動作を行う（＜
１２＞図７へ遷移）。
【０１０３】
　なお、ステップＳ７９によるＢＴ－ＡＶ接続待受画面において、ＭＰ以外のメニュー（
例えば、ＢＴ設定メニュー）から、ＢＴ－ＡＶ接続待ちを停止することができるようにし
てもよい。この操作によって、ＢＴ－ＡＶ接続待ちが停止された場合は、音出力設定情報
記憶部１１５ｃに記憶されている音出力先情報をＳＰ／ＥＰに設定に書き換えるようにし
てもよい。あるいは、音出力先情報は変更せず、単にＢＴ－ＡＶ接続待ちのみを停止する
ようにしてもよい。
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【０１０４】
　なお、ステップＳ７９によるＢＴ－ＡＶ接続待受画面において、静電タッチパッド１４
で音楽の再生動作が実行された場合は、ＢＧＭ再生を禁止するか、音出力先をＳＰ／ＥＰ
にしてＢＧＭ再生をするようにしてもよい。このようにすることで、バックグラウンドで
ＢＴ－ＡＶ接続開始動作が実行されなくなるため、ユーザが操作の状態をより平易に把握
することができるようになる。
【０１０５】
　図１３は、ＢＴ－ＡＶ接続している場合にリンクロスが発生した際の説明図である。Ｂ
Ｔ－ＡＶリンクロスは、携帯電話機１と、ＢＴ－ＡＶ機器（例えばＢＴヘッドホン２００
）との距離が離れたことなどによるものであって、具体的には、ステップＳ３３の音出力
設定時、又はステップＳ６０のＢＴ－ＡＶ接続でのＭＰ起動中においてなどが考えられる
。このとき、リンクロスが発生すると、例えば図１３のステップＳ９０に示される表示を
ディスプレイ５に表示し、その後、音出力先設定をＳＰ／ＥＰに設定する（＜８＞図８に
遷移）。
【０１０６】
　なお、本発明の実施の形態においては、携帯電話機１を例にとって説明したが、これに
限定されるものではなく、他の携帯通信機器において（例えばＰＤＡ、ＰＨＳ等）適用で
きる。また、ＢＴについて実施例を記載したが、それ以外の近距離無線通信や有線通信に
よるその他の手段を用いてもよい。例えば、近距離無線通信では、ＩｒＤＡや無線ＬＡＮ
等を利用してもよい。また、有線通信では、ＲＳ－２３２、ＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、
１０Ｂａｓｅ－ＴのようなＬＡＮインタフェース等を利用してもよい。
【０１０７】
　本発明の実施の形態によれば、ＢＴ－ＡＶ接続を行った際に、クライアントとして接続
を試み、接続先のＢＴ－ＡＶ機器が電源ＯＦＦである場合等、接続できなかった場合に、
サーバとして再度接続することが出来る。これによって、ユーザはより少ない操作でＢＴ
－ＡＶ機器と接続する事が出来る。
【０１０８】
また、クライアント動作又はサーバ動作を終了した場合、音出力先として接続したＢＴ－
ＡＶ機器がクライアントになれる場合に、移動機はサーバモードで接続待ち（ＢＴ－ＡＶ
接続の待受け）を開始することができるので、サーバの動作のみ実現するＢＴ－ＡＶ機器
に対して、携帯電話機１はＢＴ－ＡＶ接続の待受けとはならないので、消費電流を抑える
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】実施例１に記載の携帯電話機１を１８０度開いたときの外観図。
【図２】実施例１に記載の携帯電話機１を閉じたときの外観図。
【図３】実施例１のディスプレイ５の表示例、キー６の配置の一例、静電タッチパッド１
４の操作箇所の配置の一例を示した図。
【図４】実施例１に記載の携帯電話機１の構成を簡潔に示したブロック図。
【図５】実施例１において、携帯電話機１とＢＴヘッドホン２００又はＢＴコンポの接続
関係、及びＢＴヘッドホン２００の外観図。
【図６】実施例１に記載のＢＴヘッドホン２００の構成を簡潔に示したブロック図。
【図７】実施例１に記載のＭＰ開始動作を示したフローチャート。
【図８】実施例１に記載のＢＴ－ＡＶ接続開始動作を示したフローチャート。
【図９】実施例１に記載のＭＰ動作・スピーカ／イヤホン出力の動作を示したフローチャ
ート。
【図１０】実施例１に記載のＭＰ動作・ＢＴ－ＡＶ接続機器出力を示したフローチャート
。
【図１１】実施例１に記載のＢＴ－ＡＶ接続終了動作・ＢＴ－ＡＶ待受動作を示したフロ
ーチャート。
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【図１２】実施例１に記載の携帯電話機１がＭＰを起動させたときの一部においてディス
プレイ５に表示される表示画面の一例を示したもの。
【図１３】実施例１に記載の携帯電話機１において、ＢＴ－ＡＶ接続している場合にリン
クロスが発生した際の説明図。
【符号の説明】
【０１１０】
１　携帯電話機
２　上筐体部
３　ヒンジ部
４　下筐体部
５　ディスプレイ
６　キー
７　サイドキー
８　マイク（送話口）
９　レシーバ
１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ　センサ
１２　カメラ
１３　サブディスプレイ
１４　静電タッチパッド
５１　アンテナピクト
５２　電池ピクト
５３　時刻表示
５４　ＢＴアイコン
５５　ミュージックアイコン
５６　左下ピクト
５７　中下ピクト
５８　右下ピクト
６１　数字キー
６２　「＊」キー
６３　「＃」キー
６４　ソフトキー左
６５　確定キー
６６　ソフトキー右
６７　十字キー
６８　メールキー
６９　ブラウザキー
７０　通話キー
７１　電源キー
７２　クリアキー
８１～８７　センサ
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